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【説明の流れ】

１． モビリティ・マネジメントとは

２． 本市でモビリティ・マネジメントを

展開する理由

３． 本市で取り組んでいること
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一人一人のモビリティ（移動）が、個人的にも社会的にも望ましい方向

（過度な自動車利用から公共交通・自転車等を適切に利用する方向）へ

自発的に変化することを促すコミュニケーション施策を中心とした交通政策

出典：ＭＭの手引き（土木学会）

1. モビリティ・マネジメント（MM）とは
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コミュニケーション（言葉）による心的要因への働きかけ

公共交通とクルマ、徒歩などをうまく使い分け

より快適な生活を目指す

□モビリティ・マネジメントの目的

（例）

◆公共交通情報をまとめ

た冊子の配布

◆環境・事故等の視点で

の公共交通とクルマの

比較に関する情報提供

◆公共交通に乗り訪れる

地域のお出かけ情報誌

の配布

◆交通事業者と連携した

運賃割引

◆交通環境学習に関する

出前講座

◆交通事業者と子どもが

連携した課外活動
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【取組の実施】

情報提供・利用機会の創出・教育学習により

公共交通とクルマ、徒歩などをうまく使い分ける

【交通系の効果】

公共交通の利用者増加・渋滞の軽減 など

【想定される波及効果】

環境負荷低減・健康増進・自由な移動・免許返納促進

地域経済活性化・地域への愛着増進・交通事故リスク低減 など

□モビリティ・マネジメントによる効果
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本市の交通の現状

◆ バス利用者の減少や運転手不足による
バスの減便

◆ 都市拠点での慢性的な交通渋滞発生
◆ 私事目的の移動は「クルマ」利用の割合
が高い

本市の交通特性

２． 本市でモビリティ・マネジメントを展開している理由

◆ 公共交通サービス圏は人口の約95％を
カバー

◆ タクシーも市内全域をカバー
◆ シェアサイクルが市内全域で拡大中

交通結節機能
の強化

外出促進

公共交通の
維持・強化

【目標】

持続可能な交通体系の構築

様々な交通施策の推進

モビリティ・マネジメントで移動手段をうまく使い分ける意識を醸成

ラストワンマイル
の充実

モビリティ・マネジメントで
目指すところ

自転車利用環境
の整備
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□本市でのモビリティ・マネジメントの位置づけ

施策の方針・取組内容に

モビリティ・マネジメントを位置づける
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３． 本市で取り組んでいること

藤沢市のモビリティ・マネジメント（MM）の推進

住民MM 学校MM 企業MM

◆地域へ向けた出前講座

◆環境フェアへブース出展

◆図書館での関連図書の展

示

◆企業に対する

エコ通勤の呼びかけ

◆教育部門と連携した

MM教育機会の創出・実施
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□実施例（一部）

図書館での関連図書の展示

イベントへのPRブース出展

交通すごろくを使用した授業

交通事業者と連携した授業
啓発パンフレット
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□学会発表

第１９回 日本モビリティ・マネジメント会議

（令和6年8月25日）
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□MM教育の目的

ＴＰＯにあわせて、移動手段を考え、 公共交通、クルマ、自転車、徒歩等を

「かしこく」使うことができる。

地球環境問題などの社会的な影響や健康などに配慮し、自発的に移動手段を

選択して行動をすることができる。

「子ども達のめざす姿」の実現を目的に実施する。

子ども達が

• MM教育を受けた児童は、普段の移動における行動について考え・見直すことができるようになる

• 成人後もその意識を持っていることが多いと言われている

• 子ども達が大人になった時に、過度なクルマ利用が軽減されることにつながる

• 子ども達が家庭で保護者とコミュニケーションを取り、子どもを介して保護者へ広がることも期待
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□本市でのMM教育の工夫

教育現場で活用

できる実施手引書

を作成・配架

交通事業者と

連携した

乗り方教室の実施

学校教育の

教科・単元と関連

した授業の実施

教員向け

MM教育勉強会

の開催

教育振興基本計画

にMM教育の推進

を位置づけ

学識経験者・

PTA・教育部門と

内容を検討

（MM教育検討会）

授業参観を

活用し保護者へ

波及
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□講習会発表

第１7回 モビリティ・マネジメント技術講習会

（令和7年6月19日）

モビリティ・マネジメント技術講習会HP
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□今後の展望

ひとり一人の移動手段の転換

自家用車に依拠しない交通体系の維持・強化

持続可能な交通がつなぐ市民の幸せな未来

学校MM → 実施手引書を改定し、教育現場で取り組みやすい内容に更新し

実施校の増加を目指す

市民ＭＭ → まちづくりや他事業と連携したＭＭを展開する

企業ＭＭ → 企業へエコ通勤への協力を呼びかける


